
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和３年６月 

広島市教育委員会 

新型コロナウイルス感染症対策に関する指導案事例集 

新型コロナウイルス感染症の予防 
～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～



【本市における新型コロナウイルス感染症に関する教育】 

 

 

新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れるよう、

改めて児童生徒等が感染症に対する知識・理解を深め、新型コロナウイルス感染症の予防を図るために、

発達段階を踏まえた指導の充実がより一層求められています。 

 このことを受け、広島市教育委員会では、「自己免疫力の向上、感染に対する抵抗力（防衛体力）の向

上」を目指し、「感染症に関する教育」の充実を図るための指導案事例集を作成しました。 

指導案の作成にあたっては、令和２年４月文部科学省作成の「新型コロナウイルス感染症の予防～子供

たちが正しく理解し、実践できることを目指して～」を参考とし、新型コロナウイルス感染症の感染の仕

方の理解と、その理解に基づく行動に関わることや、新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見等

について考えることができるものとしました。 

幼稚園では健康領域、小・中・高等学校及び中等教育学校では特別活動において、発達段階を踏まえた

指導を工夫されますようお願いします。また、小・中・高等学校及び中等教育学校においては、体育科・

保健体育科との教科等横断的な学習の充実を図りながら、より実践的な学びとなるよう期待しています。 

最後に、本事例集の作成にあたり、御多用中にもかかわらず協力していただいた多くの関係者の皆様方

に対し、心から感謝の意を表します。 

 

令和３年６月 

広島市教育委員会 

指 導 第 一 課 

指 導 第 二 課 

特別支援教育課 

健 康 教 育 課 

教育センター 



新型コロナウイルス感染症対策に関わる学習  

 感染症に関する教育 

体育科及び保健体育科 

【幼】領域「健康」 

【小・中・高】特別活動 

(学級活動、ホームルーム活動） 

感染症に関する 

人権教育 

幼児 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小１ 
 

 
自分の生活を見直し、実践    

する【実践力】 

(例：手洗い) 小２ 

小３ 

【健康な生活】 

運動、食事、休養及び睡眠 

の調和のとれた生活と体の清潔 

     自分の生活を見直し、実践

する【実践力】 

    (自分だけでなく、周りの人

のことも考え、行動する) 

(例：マスク着用) 

 

小４ 

【体の発育・発達】 

体をよりよく発育・発達させる 

ための生活 

小５ 

【心の発達及び不安や悩みへの 

対処】 

不安や悩みへの対処 

 

自分の生活を見直し、実践    

する【実践力】 

    （自分だけでなく、周りの人

のことも考え、行動する） 

(例：生活全般) 

 

小６ 

【病気の予防】 

病気の起こり方 

病原体が体に入るのを防ぐこと 

生活習慣病 

中 

・ 

高 

【健康な生活と疾病の予防】 

適切な運動、食事、休養 

感染症の予防 

【現代社会と健康】 

健康の保持増進と疾病の予防 

     

自分の生活を見直し、実践

する【実践力】 

     （自分だけでなく、社会全

体のことを考え、行動す

る）(例：生活全般) 

 

新型コロナウイルス感染症対策 

 
正しい知識 

新型コロナウイルスの大き

さや形、感染経路、症状、

飛沫感染の距離など 

実践力 

正しい手の洗い方、 

正しいマスクの着用の仕方 

３密の回避      など 

全 

て 

の 

学 

年 

で 

繰 

り 

返 

し 

指 

導 

新型コロナウ

イルス感染症

に関わるいじ

めや風評被害

を防ぐための

指導 

全 

て 

の 

学 

年 

で 

繰 

り 

返 

し 

指 

導 



 



 

目  次 

 

 
 

 

１ 小学校低学年向け学習指導案 

 ⑴ 指導案     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1１～４ 

 ⑵ 資料      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５～1６ 
 

 

２ 小学校中学年向け学習指導案 

 ⑴ 指導案     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17～20  

 ⑵ 資料      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21～27 
 

 

３ 小学校高学年向け学習指導案 

 ⑴ 指導案     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28～31 
 ⑵ 資料      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32～37 
 

 

４ 中・高等学校及び中等教育学校向け学習指導案 

 ⑴ 指導案     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 38～45  

 ⑵ 資料      ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46～50 

 

 

５ 参考資料 

 ⑴ 新型コロナウイルス感染症の予防 

～子供たちが正しく理解し、実践できることを目指して～ ・・ 51～59 
 ⑵ いじめや風評被害を防ぐための指導 補助資料 ・・・・・・ 60～61 

 
  

 



小学校低学年向け学習指導案（特別活動）（例） 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～ 

１ 内容のまとまり及び指導事項 

  学級活動 小学校 

⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

         ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

２ 学級活動⑵で育成を目指す資質・能力 (例) 

(1) 自己の身の回りの諸課題の改善に向けて取り組むことの意義を理解し、基本的な生活を送るた

めの知識や行動の仕方を身に付けるようにする。 

 (2) 自己の身の回りの諸課題を知り、解決方法などについて話し合い、自分に合ったよりよい解決 

方法を意思決定することができるようにする。 

(3)  自己の生活をよりよくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら、進んで課題解決

に取り組み、他者と仲よくしてよりよい生活を送ろうとする態度を養う。 

  

３ 第１学年及び第２学年の評価規準 (例) 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の身の回りの諸課題の改善

に向けて取り組むことの意義を

理解し、基本的な生活を送るた

めの知識や行動の仕方を身に付

けている。 

自己の身の回りの諸課題を知

り、解決方法などについて話し

合い、自分に合ったよりよい解 

決方法を意思決定し、実践して

いる。 

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返っ

たりしながら、進んで課題解決

に取り組み、他者と仲よくして

よりよい生活を送ろうとしてい

る。 

 

４ 題材名  新型コロナウイルス感染症の予防 「正しい手の洗い方」 

 

５ 題材設定の理由 

   新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れる 

よう、発達段階に応じた指導の充実を図る必要が生じている。 

低学年では、児童自らが健康課題に気付いたり、その課題を解決しようとしたりすることは難し

い。日常の健康や安全に関する問題を教師が投げかけ、課題の解決に向けて話し合うことで児童が 

自主的に健康及び安全の保持増進の取組を実践できるようにすることが大切である。 

手洗いは、手の汚れをとるだけでなく、感染症の予防にもつながる大切な生活習慣である。しか 

し、目に見えないウイルスのために、手洗いをする意識は低い。 

そこで、感染症対策のための効果的な手洗いを正しく理解することで、自己の課題を知り、自分 

 に合ったよりよい解決方法を実践していくことが大切であると考え、この題材の設定をした。 



６ 事前の指導  

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

手洗いに関す

るアンケートに

記入する。 

・ 手洗いの仕方（いつ手洗い

をしているか、どのように洗

っているか）について調査

し、表やグラフにまとめる。 

◎ 手洗いに関する自己の生活を進んで振

り返ろうとしている。 

【主体的態度】〈アンケート〉 

 

７ 展開例 

⑴ 本時のねらい 

   感染症予防のための効果的な手洗いの方法を知り、自分の課題に合わせて正しい手洗いを意思決

定し、実践できるようにする。 

 

⑵ 展開 

時間 主な学習内容・学習活動 
指導上の留意点（◇） 

目指す児童の姿（◆） 

 

導入 

 

 

 

 

 

 

  

１ 事前アンケートの結果を見て気付い

たことを話し合う。 

・ 外から帰ったら手を洗うけれど、  

 時々忘れることがある。 

・ 給食前には手を洗うけれど、学校

にきたときに洗わないときがある。 

・ １５秒以上かけて洗っていない。 

 

２ 新型コロナウイルスについて知る。 

 ① 目に見えないウイルスが原因であ

ること 

 ② 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つ

ばなど）と一緒にウイルスが放出さ

れ、他者がそのウイルスを口や鼻な

どから吸い込んで感染すること 

 ③ ウイルスが手に付着した状態で口

や鼻を触ると粘膜から感染すること 

 

３ 手洗いとウイルスの関係を知る。 

・ 正しい手洗いをしないと、こんな

にたくさんのウイルスが付いたまま

なのか。  

◇ 事前にアンケート（資料１）をとり、

手洗いに関する児童の実態を把握してお

く。 

◇ 課題解決の必要感を高めるために、ア

ンケートの結果を提示し、手洗いに関す

る学級の課題を確認する。 

 

 

◇ 新型コロナウイルスの原因と感染の仕

方について理解できるようにするため、

資料２を使ったり、動作化したりして、

視覚的に捉えやすくする。 

◇ 学級の実態に応じて、「ウイルス」や

「飛沫」、「感染」などの言葉は分かりや

すい言葉に置き換えて説明する。 

 

 

 

◇ 課題意識をもたせるために、手洗いの

方法と残存ウイルス数の関係（資料３）

を提示し、手洗いの必要性を感じること

ができるようにする。  

つかむ 



 

 

 

展開 

４ 課題を確認する。 

 

 

５ 課題の解決方法について話し合う。 

「いつ」 

・ 学校に来たとき ・ 大休憩の後 

・ トイレに行った後 

・ 給食を食べる前 

・ 遊んだ後         など 

「どのように」  

・ 石鹸を使う ・ すみずみまで 

・ しっかり時間をかける   など 

 

６ 正しい手洗いの方法について知る。 

 

「いつ」 

 ・ 外から教室に入るとき 

 ・ 掃除の後      など 

「どのように」 

・ 石鹸を使って、しっかりとこすっ

て洗う。 

・ 指の間や爪の中もよく洗う。 

・ 水できちんと洗い流す。 

・ きれいなハンカチやタオルでふ

く。     （資料４を参考に） 

 

 

 

 

◇ 「いつ」「どのように」という視点を与

え、具体的な場面を想起しやすくさせる。 

◇ 「いつ」の視点については、どんなとき

に手が汚れているか(もしくは手が汚れて

いそうか)具体的に想起させ、手を洗うタ

イミングを考えさせる。 

◇ どのような手洗いが良いか考えを持ち

にくい場合は、具体的に手を洗う動作を見

せ、「この方法でよいか」問いかける。 

 （例）・ 手の平のみをこすりあわせる 

◇ 必要に応じて、厚生労働省の正しい手洗

いの動画等を活用したり、手洗いのタイミ

ング、正しい手の洗い方の資料（資料４）

を用いたりして、具体的なイメージをもつ

ことができるようにする。 

◇ 児童の実態に応じて、実際に手を洗う活

動を取り入れ、実践に結び付きやすいよう

にする。 

◇ 児童の実態に応じて、「なぜ」それが必

要なのか、または、「それをしないとどう

なるか」などと問い、理解を深める。 

終末 

７ これまでの自分の手洗いを見直し、

個人のめあてを決める。 

・ これまではそんなに時間をかけて洗

っていなかったので、しっかりすみず

みまで洗う。 

・ 外から帰ったときや給食を食べる前

は、石鹸と流水でしっかり洗う。 

◇ 自分がこれから取り組んでいくことを

学習カード（資料５）に書いたり、発表し

たりして、表現させる。 

◆ 自分の課題に合った具体的な目標を意

思決定している。【思考・判断・表現】 

(行動観察、学習カード) 

 

 

 

 

 

どんな手洗いをすれば、病気にかかりにくいか考えよう 

さぐる 

きめる 

みつける 



８．事後の指導  

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

自分の立てた

目標や取組につ

いて振り返る。 

・ 事後に振り返る機会を設定

し、継続して実践できるよう

にする。 

◎ 自ら進んで感染予防に効果的な手洗い

をしようとする。 

【主体的態度】〈学習カード〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 アンケート （例） 

 （   ）ねん（   ）くみ なまえ（       ） 

 

(１) あなたは いつ てを あらっていますか。あてはまるもの すべてに

〇をしましょう。 

・ がっこうにきたとき     （     ）    

・ だいきゅうけいのあと    （     ） 

・ きゅうしょくのまえ     （     ） 

・ といれのあと        （     ） 

 

(２) なんびょうかけて、てあらいを していますか。 

  ・  ５びょう  (   )   

  ・ １０びょう  (   ) 

・ １５びょうよりながく(    ) 

(３) せっけんを つかいますか   いつも つかう （    ） 

                 ときどき    （    ） 

                 つかわない   （    ） 

(４) ほかに きをつけていることがあれば かきましょう。  

 

 

 

 

資料１ アンケート（例） 



 

 

  （  ）ねん（  ）くみ なまえ（         ） 

もくひょう 

 

 

 

 

 

 

ひにち できたら〇 

がつ   にち （げつ） 

 

がつ   にち （か） 

 

がつ   にち （すい） 

 

がつ   にち （もく） 

 

がつ   にち （きん） 

 

 

資料５ 学習カード （例） 



新型コロナウイルス

資料２ ① コロナウイルス拡大図

出典：文部科学省HP



資料２ 感染の仕方 補助資料

出典：文部科学省HP



資料３ 手洗いと残存ウイルス数の関係

出典：文部科学省HP



資料３ 手洗いと残存ウイルス数の関係

出典：厚生労働省HP



てあらいのじかんとかいすう

① てあらいなし

ウイルス やく10,000,000こ



てあらいのじかんとかいすう

② みずでながして １５びょう

ウイルス やく10,000こ



てあらいのじかんとかいすう

③ ハンドソープで １０びょう

みずでながして １５びょう

ウイルス やく １００こ



てあらいのじかんとかいすう

④ ハンドソープで １０びょう

みずでながして １５びょう

を２かい くりかえす

ウイルス ほとんど０こ



資料４ 手洗いの６つのタイミング

出典：文部科学省HP



資料４ 正しい手の洗い方

出典：厚生労働省HP



小学校中学年向け学習指導案（特別活動）（例） 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～ 

 

１ 内容のまとまり及び指導事項 

  学級活動 小学校  

(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

  ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 

２ 学級活動⑵で育成を目指す資質・能力(例) 

 (1)  日常生活への自己の適応に関する諸課題の改善に向けて取り組むことの意義を理解するととも

に、よりよい生活を送るための知識や行動の仕方を身に付けるようにする。 

(2) 日常生活への自己の適応に関する諸課題に気付き、解決方法などについて話し合い、自分に合 

ったよりよい解決方法を意思決定できるようにする。 

(3)  自己の生活をよりよくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら、意欲的に課題解

決に取り組み、他者と協力し合ってよりよい生活を送ろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の規準(例) 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への事故の適応に関す

る諸課題の改善に向けて取り組

むことの意義を理解し、より良

い生活を送るための知識や行動

の仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題に気付き、解決方法な

どについて話し合い、自分に合

ったよりよい解決方法を意思決

定して実践している。 

 

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返っ

たりしながら、意欲的に課題解

決に取り組み、他者と協力し合

ってよりよい生活を送ろうとし

ている。 

 

４ 題材名   新型コロナウイルス感染症の予防 「マスクの正しい使い方」 

   

５ 題材設定の理由 

  新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れるよ 

う、発達段階に応じた指導の充実を図る必要が生じている。 

中学年では、生活行動の拡大により低学年で身に付いた生活習慣が崩れたり、自らの問題点を発見 

しようとする姿勢や望ましい解決方法についてもあいまいであったりして、頭でわかっていても実践

行動に結び付かない場合も多い。 

マスクの着用には、「くしゃみや咳をすることによる飛沫感染を防ぐ」という周りの人への配慮があ

る。しかし、「自分の体内へのウイルスの侵入を防いでいる」という自分の健康を守るという認識のみ



でマスクを着用している場合が多い。 

そこで、マスクを着用する意味を考える学習を通して、健康及び安全の保持増進に対する知識・理 

解を深めるとともに、感染症予防対策を実践していくことをねらって、この題材を設定した。 

６ 事前の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

アンケー

トに記入す

る。 

・ 感染予防のためのマスクの着用に関

するアンケート（資料１）を行い、表

やグラフにまとめる。 

◎ 感染予防のためのマスク着用に関す

る自己の生活を進んで振り返ろうとし

ている。【主体的態度】〈アンケート〉 

 

７ 展開例 

⑴ 本時のねらい 

マスク着用の意味を考え、自分の課題に合った具体的な行動を意思決定し、実践できるよう

にする。 

⑵ 展開 

時間 主な学習内容・学習活動 
指導上の留意点（◇）・ 

目指す児童の姿（◆） 

 

 

 

 

導入 

１ 事前のアンケートの結果を見て気付

いたことを話し合う。 

・ マスクは鼻まで覆うように気を付

けている。 

・ 普段しているから、特別に意識は

していない人も多い。 

・ マスクを着用する意味は人によっ

て違う。 

２ 新型コロナウイルスについて知る。 

 ① 目に見えないウイルスが原因であ

ること 

 ② 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つ

ばなど）と一緒にウイルスが放出さ

れ、他者がそのウイルスを口や鼻な

どから吸い込んで感染すること 

 ③ ウイルスが手に付着した状態で口

や鼻を触ると粘膜から感染すること 

 ④ 無症状の人も感染を広げるリスク

があること  

◇ アンケート（資料１）の結果を提示

し、マスクの使い方に関する学級の課題

を確認する。 

 

◇ マスクを着用する意味については、様 

々な考えがあることを確認する。 

 

 

◇ 資料２を使ったり、動作化したりして、

視覚的に捉えやすくし、新型コロナウイル

スの感染の仕方について理解できるよう

にする。 

◇ 学級の実態に応じて、「ウイルス」や

「飛沫」、「感染」などの言葉は分かりや

すい言葉に置き換えて説明する。 

◇ 資料３などを用いて新型コロナウイル

スにり患しても、症状が出ていないこと

があることを捉え、知らないうちに感染

を広げてしまう可能性があることを理解

させ、マスクを着用する必要性を感じる

ことができるようにする。  

つかむ 



展開 

３ 課題を確認する。 

 

 

４ 課題の解決方法について話し合う。 

 

 

 

 

・ 自分のため。もし、手に付着したウ

イルスがあっても、マスクをしていれ

ば、口や鼻からウイルスが入ることが

ない。 

・ 他の人のため。もし、無症状の場合 

であっても、マスクをしていれば、他 

の人に感染を広げる可能性がない。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分や周りの人を守るため、できる 

だけ他の人との距離をとる。 

・ 大きな声で話したり、他の人との会

話は控えたりする。 

・ できるだけ、換気の良いところでマス

クを外す。 

 

 

 

 

 

◇ 新型コロナウイルスの感染の仕方を踏 

まえて、改めてマスク着用の意味につい

て考えさせる。 

 

◇ 実態に応じて、「感染対策普及リーフレ

ット」(厚生労働省)を活用し、正しいマス

クの使い方を確認する。 

 

 

 

 

◇ 状況によっては、マスクを外す必要が

あることを確認し、マスクを外すときに

はどのような行動をとればよいか考えさ

せる。 

 

 

◇ どの行動も「自分の健康を守る」だけ

でなく、「周りの人の健康を守る」ために

も必要であることを確認する。 

 

終末 

５ これからの生活における感染予防に

ついて、個人の目標を決める。 

・ マスクは他の人のためにも正しく着

用しようと思う。 

・ マスクを外すときは、大きな声で話す

ことを控えたい。 

◇ 自分がこれから取り組んでいくことを

学習カード(資料４)に書いたり、発表した

りして、表現させる。 

◆ 学習したことをもとに、自分の課題に

合った具体的な行動を意思決定してい

る。【思考・判断・表現】（学習カード） 

 

 

 

 

マスクの正しい使い方を考えよう 

【発問例①】 

・ マスクをするのは自分のため？他

の人のため？ 

 

【発問例②】 

・ 状況によっては（運動をしている

時や、熱中症の予防のためには)マス

クを外す必要があります。マスクを

外すときはどのようなことに気を

付けたらよいでしょうか。 

 

さぐる 

みつける 

きめる 



８．事後の指導  

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

自分の立てた

目標や取組につ

いて振り返る。 

・ 事後に振り返る機会を設定

し、継続して実践できるように

する。 

◎ 感染予防に留意し、マスクを扱って

いる。【主体的態度】〈学習カード〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

マスクの使い方 アンケート （例） 

（   ）年（   ）組 名前（          ） 

 

(１) あなたはふだん、マスクを使うときに気を付けていることがありますか 

       ある(   )     ない(   ) 

あるに〇をした人のみ答えましょう。 

 どんなことに気を付けていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) なぜ、マスクをつけるのでしょうか。知っていることや考えたことを書

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ アンケート（例） 



マスクの正しい使い方 

 （  ）年（  ）組 名前（         ） 

１ 正しいマスクの使い方について分かったことや考えたことをまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

２ これからの自分の取組について書きましょう。 

自分が決めた目標 

 

 

 

 

 

３ ７日間チャレンジ（よくできた◎・できた〇・できなかった△を記入しましょう） 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

 

 

 

      

  

 

４ ふりかえり 

 ・ 活動をして思ったこと、感じたことを書きましょう。 

 

 

 

資料４ 学習カード （例） 



新型コロナウイルス

資料２ コロナウイルス拡大図

出典：文部科学省HP



資料２ 感染の仕方 補助資料

出典：文部科学省HP



資料２ 感染の仕方 補助資料

出典：文部科学省HP



しょうじょうがない人

資料３ 無症状のり患者が感染を広げるリスク 補助資料

出典：厚生労働省HP



資料３ 無症状のり患者が感染を広げるリスク 補助資料

感染期間

発症する２～３日前から発症後７～１０日程度に
他の人への感染の可能性がある

出典：厚生労働省HP



小学校高学年向け学習指導案（特別活動）（例） 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

～子どもたちが正しく理解し、実践できることを目指して～ 

 

１ 内容のまとまり及び指導事項 

  学級活動 小学校  

(2) 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

 ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

 

２ 学級活動⑵で育成を目指す資質・能力(例) 

 (1)  日常生活への自己の適応に関する諸課題の改善に向けて取り組むことの意義を理解し、健全な

生活を送るための知識や行動の仕方を身に付けるようにする。 

  (2) 自己の適応に関する諸課題を認識し、解決方法などについて話し合い、自分に合ったよりよい

解決方法を意思決定できるようにする。  

(3)  自己の生活をよりよくするために、見通しをもったり振り返ったりしながら、自主的に課題解

決に取り組み、他者と信頼し合ってよりよい生活を送ろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の規準(例) 

よりよい生活を 

築くための知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題の改善に向けて取り組

むことの意義を理解し、健全な

生活を送るための知識や行動の

仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関す

る諸課題を認識し、解決方法な

どについて話し合い、自分に合

ったよりよい解決方法を意思決

定して実践している。 

自己の生活をよりよくするため

に、見通しをもったり振り返っ

たりしながら、自主的に課題解

決に取り組み、他者と信頼し合

ってよりよい生活を送ろうとし

ている。 

 

４ 題材名   新型コロナウイルス感染症の予防 「新型コロナウイルス感染症の予防」 

   

５ 題材設定の理由 

  新型コロナウイルス感染症が全国的に感染拡大する中、子どもたちが健康で安全な生活を送れるよ 

う、発達段階に応じた指導の充実を図る必要が生じている。 

高学年では、幼児期からの自己中心型から離脱し、判断力も高まり、主体的な生活が可能になって 

くる。この時期は基本的生活習慣をさらに意識化し、確立させる段階と言える。感染症対策をしてい

くことが自分だけでなく、家族や周りの人、ひいては自分を含めた社会全体を守ることにつながるこ

とを認識させ、自主的に対策に取り組む態度を養いたい。 

現在、小学校児童においても新型コロナウイルス感染症のり患者が増加している。そのほとんどが 



家庭内感染であるが、学校内感染も増えている。 

そこで、なぜ家庭内や学校内で感染が広がるか原因を考え、自分の生活を見直すという学習を通し 

て、健康及び安全の保持増進に対する知識・理解を深めるとともに、感染症予防対策を実践していく

ことをねらって、この題材を設定した。 

 

６ 事前の指導 

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

アンケート(資料１)

に記入する。 

・ 感染症の対策に関する経験などを

調査し、表やグラフにまとめる。 

 

感染症の対策に関する自己の生活

を進んで振り返ろうとしている。 

【主体的態度】（アンケート） 

 

７ 展開例 

⑴ 本時のねらい 

   新型コロナウイルス感染症に感染する原因を考え、自分の課題に合ったよりよい予防方法を意思

決定し、実践できるようにする。 

 

⑵ 展開 

時間 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点（◇）・評価〈◆〉 

導入 

１ 事前のアンケートの結果を見て、気

付いたことを話し合う。 

・ 手を洗ったり、うがいをしたりす

ることが大切だ。 

・ マスクを付けることも大切だ。 

・ 好き嫌いせずに栄養バランスを考

えて食べることも大切だと聞いた。 

・ 人によって、意識していることが

違う。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症について

知る。 

① 児童生徒もり患していること 

② 小学生においては家庭内感染が多い

こと 

③ 学校内でも感染する場合があること  

◇ 感染症の対策には、手を洗うことやマ

スクを付けるという感染源への対策(感染

経路への対策)があることを押さえる。 

 

◇ 感染症の対策には、好き嫌いせず食べ

たり、しっかり睡眠をとったりするなど

の「体の抵抗力を高める」という対策が

あることを押さえる。 

    

 

◇ 資料２を提示し、児童生徒のり患して

いる状況を示すことで、自分のこととし

て考えることができるようにする。 

◇ 資料３を提示し、家庭内感染や学校内

感染について触れ、児童に課題意識をも

たせる。 

◇ 実態に応じて、資料２は提示しないな

ど、児童が不必要に不安な気持ちになら

ないよう配慮する。 
 

つかむ 



展開 

 

 

 

３ 課題を知る。 

 

 

４ 感染する原因を考える。 

【家庭内感染】 

・ 帰った後に手洗いをしていない。 

・ 家族が発熱などの症状が出ても、

一緒に過ごす必要がある。 

・ 家族の中で密になる場所に行って

いる人がいる。 

・ 家だとマスクや消毒をしない。 

【学校内感染】 

・ マスクを正しく付けていない。 

・ 手洗いがこまめにできていない。 

・ 換気ができていない時がある。 

・ 体調が悪くても、学校に来てい

る。 

５ 感染を予防する方法を考える。 

【家庭内感染】 

・ 帰った後に手洗いをする。 

・ できるだけ自分が密になる場所に

いかない。 

・ 家でも定期的に換気を行う。 

・ 家族と話し合ってルールを決め

る。 

【学校内感染】 

・ マスクを正しく付けているか確認

する。 

・ 検温を欠かさず行い、体調が悪い

時は休む。 

 

 

 

 

 

◇ 自分も感染を広げる可能性があること

を押さえ、周りの人ができていないこと

ばかりに終始せず、自分の課題にも目を

向けることができるようにする。 

 

◇ 家庭内感染、学校内感染という視点で

考えることで、自分一人だけでは、予防

しきれない原因があることを押さえ、周

りの人と予防法について考えることが大

切であることを確認する。 

 

 

◇ 感染を予防する具体的な方法を考える

ことで、実践につながるようにする。 

 

◇ 激しい運動をする際や熱中症防止の観

点からはマスクを外す必要性があること

を確認し、マスクを外す際に気を付ける

ことについて、確認する。 

 

 

◇ 自分の健康や周りの人の健康を守るた

めに、予防していくことが大切であるこ

とを押さえる。 

 

まとめ 

６ 学習して分かったことや、これから

の生活における感染症の予防法につい

て、個人の目標を決める。 

・ 自分の行動が周りの人の健康にも

つながることが分かった。家族にう

つさないためにも、これからは、密

になるような場所にはできるだけ行

かないようにする。 

◇ 学習カード(資料５)を活用し、個人の 

目標を立てる。 

 

◆ 感染症に関する課題を認識し、解決方 

法などについて話し合い、自分に合った 

よりよい解決方法を意思決定している。 

【思考・判断・表現】（学習カード・行 

動観察） 

さぐる 

みつける

つ 

きめる 

感染を予防するために、自分にできることを考えよう。 

 



８．事後の指導  

児童の活動 指導上の留意点 
目指す児童の姿 

【観点】〈評価方法〉 

自分の立てた目

標や取組について

振り返る。 

・ 学習カード（資料２）を活用

し、事後に振り返る機会を設定

し、実践化に向けて継続した取組

になるよう助言する。 

◎ 今後の生活における感染症

の対策についての見通しをも

ち、課題を改善しようとして

いる。【主体的態度】〈学習カ

ード〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

新型コロナウイルスに関する アンケート 

（   ）年（   ）組 名前（          ） 

(１) あなたが知っている新型コロナウイルスへの対策を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) あなたが感染症対策のためにしていることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ アンケート（例） 



 

 

新型コロナウイルス感染症の予防 

( )年( )組 名前(        ) 

 

１ 今までの自分を振り返って 

・ 感染症の対策で自分ができていないこと(課題)とその原因を考えましょう。 

自分ができていないこと 

 

 

 

 

原因 

 

２ これからの自分の取組について書きましょう。 

自分が決めた目標 

 

 

（目標の修正） 

 

 

 

 

３ ７日間チャレンジ（よくできた◎・できた〇・できなかった△を記入しましょう。） 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日 

 

 

      

  

 

 

 

４ ふりかえり 

 ・ 活動をして思ったこと、感じたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

資料５ 学習カード（例） 



新型コロナウイルスの特徴

出典：文部科学省HP



資料２ 児童生徒の感染者の推移

出典：文部科学省HP



感染状況
（令和２年６月１日から令和３年２月２８日まで）

① 家庭内感染
感染経路は小学校の児童の79%が「家庭内

感染」である。
② 学校内感染

小・中・高等学校において複数の感染者
が確認された事例は、1,247 件あり、その
うち、５人以上確認された事例は278 件
あった。

資料３ 児童生徒の感染状況

出典：文部科学省HP



資料４ 感染期間

感染期間

発症する２～３日前から発症後７～１０日程度に
他の人への感染の可能性がある

出典：厚生労働省HP



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://karada-naika.com/blog/corona-pcr4/ 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省 HP 

資料４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：広島市公式 HP 

資料５ 



新型コロナウイルス感染症に関連する差別や偏見を防ぐための指導            参考資料 

幼児及び 小学校 低学年の児童向け教材（例） 

A くんは、あさ、とうこうするまえに、いつものようにねつをはかりました。ねつはありません。 

いつものように、がっこうにげんきにとうこうし、クラスでＢくんとはなしているとき、なんだか、

はながむずむず、のどがかゆくなってきて、「ゴホン」とせきをしました。 

そのとき、Ｂくんはおどろいたかおをして、Ａくんからはなれ、「うわ！コロナ！」といいました。 

Ａくんはそのひ、かなしいきもちですごしました。 

（発問例） 

〇 Ａくんは、なぜ、かなしいきもちになったのでしょう。 

〇 みんなが、かなしいきもちにならないために、どんなことがたいせつですか。 

〇 あなたが B くんだったら、どんな声をかけてあげますか。 

 

小学校 中・高学年の児童向け教材（例） 

 A さんは、数日前から体調が悪く、学校を休んでいます。 

「一応、検査を受けておこうか。」 

PCR 検査を受け、結果が出るまでは、学校を休んでいました。 

 

数日後、結果は陰性で、新型コロナウイルス感染症ではありませんでした。 

 すっかり体調もよくなり、久々に登校する日の朝、お母さんが 

「大丈夫よ。安心して行っておいで。」 

と声をかけてくれました。不安だった気持ちが少しやわらぎました。 

 

 登校したとき、クラスのみんなが 

「おはよう！」 

と声をかけてくれて、安心しました。 

 大休憩、仲の良い B さんが近くに来て、 

「ねえねえ、A さんってコロナだったんでしょ。大変だったね。」 

と話しかけられました。 

「ちがうよ…。」 

A さんは元気がなくなりました。 

（発問例） 

〇 A さんは登校前、なぜ不安だったのでしょう。 

〇 A さんはなぜ元気がなくなったのでしょう。 

〇 B さんは A さんにどんな言葉かけをすればよかったでしょうか。 

〇 もし、休んでいた友達が登校してきたら、どのように行動しますか。クラスで話し合いましょう。 

〇 もし、自分が A さんの立場だったら、どのようにしてもらったら安心しますか。 

 



中学校・高等学校の生徒向け教材（例） 

 

 私は、数日前から体調が悪く、学校を休み、一昨日 PCR 検査を受けた。「もし陽性だったらどうし

よう。」検査の結果が出るまで、不安でたまらなく、なかなか眠れなかった。 

  

「陽性でした。」 

 

 その結果に、不安でおしつぶされそうになりました。 

「大丈夫よ。家族みんながついているから安心して。」 

そんな家族の言葉とともに、家庭内感染を防ぐために自分の部屋に隔離された、私の療養生活が始

まりしました。 

  

家族に支えられながら、療養している間、頭の中にさまざまな思いがめぐっていました。 

症状がなくなっても、外出せず、療養生活が終わる日、 

「よくがんばったね。これで安心だよ。」 

家族の言葉に涙が出そうでした。 

  

 久しぶりに登校する日、不安で胸がおしつぶされそうになりながら、学校に向かいました。 

 学校に着くと、下駄箱で仲の良い B さんから声をかけられました。 

「A さん、大変だったね。大丈夫、大丈夫だからね！！」 

その一言に私は救われた気がしました。 

  

Ａさんはすっかり元気になりました。 

〇 A さんの頭の中をめぐっていたさまざまな思いとはどんなものだったでしょう。 

〇 A さんはなぜすっかり元気になれたのでしょう。 

 

公益財団法人 日本学校保健会のホームページから「新型コロナウイルス～差別・偏見をなくそうプロ

ジェクト～」のページにアクセスし、「学校関係者情報登録フォーム」より申し込めば、教材及び資料の

ダウンロードができます。ご活用ください。 

 



 
■ 新型コロナウイルス感染症対策に関わる指導案事例集 作成協力者                     
 

 

 

【小 学 校】 

  広島市小学校教育研究会体育部会 

三上 正浩（段原小学校 校長） 

古村 浩祐（石内北小学校）   

広島市小学校教育研究会特別活動部会 

寺戸 典子（可部南小学校 校長） 

溝上 絵梨（川内小学校）   

 

作成担当  前田 心平（指導第一課） 

      藤本 マリコ(指導第一課) 

 

 

【中 学 校】 

  広島市中学校教育研究会保健体育部会 

花口 公嗣（白木中学校 校長） 

松永 康太（白木中学校） 

  広島市中学校教育研究会特別活動部会 

渡邊 陽一（落合中学校 校長） 

富島 瑠里（落合中学校） 

 

作成担当  向井 匡人（指導第二課） 

 

【高 等 学 校】 

   野依 英二（沼田高等学校 校長） 

三浦 秀行（沼田高等学校 教頭） 

伊藤 宏晃（沼田高等学校）  平本 裕康（沼田高等学校）  村武久美子（沼田高等学校） 

 

作成担当  佐々木佳祐（指導第二課） 

 

 

敬称略 

 

 

 

 

 

 

勤務校は令和３年６月現在 

 


